
松
岡
農
場
小
作
争
議

　

大
正
15
年
当
時
、
松
岡
農
場
は
村
の
中

央
部
に
約
８
０
０
ha
の
農
地
を
持
ち
、
小

作
人
１
１
０
戸
を
抱
え
る
村
最
大
の
大
地

主
で
し
た
。

　

こ
の
年
は
冷
害
が
ひ
ど
く
、
小
作
人
た

ち
は
小
作
料
の
減
免
を
求
め
て
農
場
と
交

渉
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
お
互
い
に
譲

ら
ず
、
幾
度
と
な
く
調
停
を
お
こ
な
い
、

８
ヶ
月
後
に
よ
う
や
く
一
応
の
解
決
を
み

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
小
作
人
側
の
意
見
が
十
分
に

反
映
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
昭
和
16
年
に

農
場
開
放
が
実
現

さ
れ
る
ま
で
、
毎

年
小
作
料
の
引
き

下
げ
を
求
め
て
小

作
争
議
が
発
生
し

て
い
ま
し
た
。

置
村
20
周
年
を
迎
え
て

　

昭
和
10
年
９
月
24
日
、
置
村
20
周
年
記

念
式
典
は
、
和
寒
尋
常
高
等
小
学
校
を
会

場
に
村
内
外
か
ら
約
２
８
０
人
が
出
席

し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
功
労
者
へ
の
表
彰
状
・
感

謝
状
の
授
与
の
ほ
か
、
教
室
で
は
児
童
作

品
展
覧
会
や
農
作
物
展
示
、
生
け
花
展
が

あ
り
、
屋
内
体
操
場
で
は
学
芸
会
や
活
動

写
真
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
村
長　

藤
沢
辰
次
郎
の
式
辞
か

ら
、
凶
作
が
続
き
非
常
に
苦
し
い
生
活
が

続
く
中
、
村
民
が
一
致
団
結
し
て
冷
害
に

対
応
す
る
寒
地
農
業
の
確
立
や
、
村
財
政

の
再
生
に
向
け
た
経
済
基
盤
強
化
を
図
っ

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

字
名
の
改
正

　

昭
和
９
年
、
和
寒
、
和
寒
原
野
、
ワ
ッ

サ
ム
、
和
寒
市
街
予
定
地
、
ペ
オ
ッ
ペ
、

辺
乙
部
、
ペ
オ
ッ
ペ
原
野
、
ケ
子
ブ
チ
、

ケ
ン
フ
チ
川
上
流
、
塩
狩
、
塩
狩
区
画

外
、
オ
ン
ネ
ベ
ツ
等
の
字
名
か
ら
、
現
在

の
20
の
字
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

開
村
100
周
年
記
念
特
集
②

～
苦
難
の
村
政

　
昭
和
初
期
～

　

「
開
拓
の
道
程
に
あ
る
本
村
は
、
施
設
経
営

の
急
を
要
す
る
事
項
枚
挙
に
い
と
ま
な
き
に
も

抱
は
ら
ず
、
不
幸
に
も
近
年
冷
害
凶
作
相
次
ぎ

住
民
の
資
力
根
底
よ
り
破
壊
せ
ら
れ
、
村
財

政
ま
た
極
度
の
窮
乏
を
告
げ
村
勢
の
前
途
ま
こ

と
に
憂
慮
せ
ら
れ
た
る
も
、
住
民
一
同
よ
く
先

人
の
偉
業
を
継
承
し
て
自
奮
自
励
、
応
急
対
策

を
講
じ
併
せ
て
根
本
的
経
済
更
生
計
画
を
樹
立

し
、
こ
れ
を
実
行
に
移
し
以
て
将
来
の
方
途
を

誤
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
期
し
つ
つ
あ
り
。

（
原
文
の
ま
ま
。
一
部
抜
粋
）

９代村長　藤沢辰次郎
(昭和5.12.17～昭和11.11.10)

開村20年後（昭和10年度）の村勢

▽戸数及び人口
　戸数　1,567戸
　人口　9,301人
　　　（男4,778人、女4,523人）

▽学校
　尋常高等小学校２（和寒、中和）
　尋常小学校５
　（三和、西和、大成、東和、朝日）
　特別教授場２（福原、塩狩）
　児童　尋常科　男892人　女796人
　　　（現在の小学校）　　　　計1,688人
　　　　高等科　男155人　女84人
　　　（現在の中学１・２年生）計　239人

村最大の大地主　松岡農場事務所

７代村長　千田貞二
(昭和3.6.13～昭和4.6.28)

８代村長　梶次郎
(昭和4.6.28～昭和5.12.17)

６代村長　西村丒太郎
(大正14.10.16～昭和3.6.13)
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